
「学びのふりかえり」を使ってできる，ちょっとした授業改善のヒントを
お届けします。児童に，考える力・記述の力を付けるための授業づくりを
一緒に考えていきましょう。

「学びのふりかえり」の効果的な使い方

「学びのふりかえり」に取り組んで
いるけれど，授業への生かし方が
いまひとつわからないのです・・・。

先生方の授業づくりを応援します！

◎正答例は，次の①～③の項目で構成されています。
◎採点に当たっては，児童の解答を項目ごとに評価し，
書けている項目をチェックします。（ピーチウエアの
Excelソフトを使えば，点数は自動計算されます。）

◎昨年度の県内における項目ごとの解答率は，下の
とおりです。

① 対応する角の大きさがそれぞれ等しいこと
を示している。（２点） ５９．８％

② 対応する辺の長さの比がすべて等しいこと
を示している。（２点） ４８．６％

③ もとの図を大きくすることを示している。（２点）
２９．７％

（※①～③全ての項目が書けていた児童 ２１％）

＜ 単元末評価問題 ＞

授業の計画

単元の学習に入る前に評価問題を

確認します。自分のクラスの児童なら，

どのように解答するだろう…と想像し
てください。そして，解説資料を読み，

求められている力を付けさせるための

単元計画を立てます。

授業の実施
考える力，記述の力
を高める手立てを考
えます。

評価問題の実施

採点・入力をして，
県の状況と比較し，
実態を把握します。

授業の改善へ

授業改善の視点を
もち，今後の授業に
生かします。

Ｄ ＡＣP

を大切にしてください。
授業改善の始まりです。

令和元年８月

山梨県教育庁 義務教育課

教科書の○○ページの課題で，自分の考えを
書いたり，友達の考えを共有したりする時間
をしっかりとります。
板書に大切な考えを表すようにしましょう。

この問題のように，拡大図ではない図を示し，角

の大きさや辺の長さに着目しながら拡大図と言えな
いわけについて，考えさせる活動が大切です。拡大
図の意味や性質の理解を深めることにつながります。



＊採点基準①の「対応する角の大きさがそれぞれ等しいこと」
については満たしている。

＊採点基準②の「対応する辺の長さの比がすべて等しいこと」
については，対応する辺の長さに着目することはできている
が，「辺の長さの比」についての記述が欠けている。

これらのポイントが授業中に表れるようにするためには，
どんな「問い」の工夫をしていきますか？

提示された図形を観察しながら，
「どこに注目するか」という授業の
めあてを児童と一緒に考えます。

既習の「合同な図形」との共通点や相違点にも触れることで， 統合的
に捉えることができるようにします。“何に着目し考察したのか”など
数学的な見方・考え方を意図的に板書に表すことも効果的です。

反例について議論することで，拡大図
の意味がはっきりしてきます。

～昨年度の協力校の実践より～

拡大図は「もとの図形が
そのまま大きくなった図
形」と感覚的に捉えている
児童もいますね。学習用
語を適切に使う力を身に
付けさせたいです！

解説資料でポイントを確認します

児童の解答例


